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2. 公開セミナー・公開講座
　当センターでは、専門職向けの講座を「公開セミナ 」ー、一般の方向けの講座を「公開講座」として毎年度開催し
ています。公開セミナーは保健医療福祉の専門職からの要望が高いテーマをとりあげ、公開講座は時勢やニ ズーに
合わせたテーマを年度ごとに設定しています。2015 年度公開セミナーは引き続き地域の専門職の関心が高い「リー
ダーシップ」「発達障がい」をテーマに、公開講座は一般市民が参加しやすい「認知症対応」「職場におけるメンタ
ルヘルス」をテーマに実施しました。
1 公開セミナー①　リーダーシップに関する公開セミナー
1. 概要
タイトル：「対人援助の現場で活かすリーダーシップを磨こう－コーチ型リーダーシップを身につけよう！」
日時：2015 年 6 月 20 日（土）13 時 30 分～ 16 時 30 分
講師：生利 喜佐男 氏（コミュニケーション･ホーム喜舎代表・医療分野専門人材育成コンサルタント）
対象：保健・医療・福祉の専門職者
参加者：定員 100 名　参加 91 名（出席率 93％）
アンケ トー回収：89 件（回収率 97.8％）
2. 参加者職業内訳（合計 91名）
大学生
1％
その他
5％
福祉
52％
医療
36％
保健
3％
保育
3％
　
福祉（47 名）：介護職、介護技術専門員、児童指導員、デイサービス開設担当、児童心理司、など
医療（33 名）：看護師、臨床検査技師、保健師、助産師、歯科衛生士、医師など
保健（3 名）、保育（3 名）、大学生・大学院生（1 名）、その他（4 名）
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3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「職場で新人育成の担当者となっているため、何か参考になるのではないかと思った」「『コーチ型リーダーシッ
プ』に興味があり、実践できるようにしたいと思った」「人材育成していくコミュニケーションツールを学びたい」
など、日常の仕事に役立てたいと参加した方、また「新人指導などで行き詰ることが過去にあったため」「管理
をしていて、日 ス々タッフの対応に悩んでいる。どのような関わりが必要か、どのように学習したらよいかを知り
たかった」「チームリーダーとして『人を動かす』という難しさを感じたため」など、日頃からリーダーシップつい
て悩んでいるという方々の声が全体の半数を占めました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　83％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答しました。理由としては、「実践でロールプレイを
することで、フィー ドバックをもらえたことと、自身での気付きも大きかった」「まず自分のタイプ（プロモーター）
がわかった。このタイプを受け入れ、長所を生かし、短所を把握することで、さらに成長したいと感じた」「即リー
ダーにはなれないが、気持ち、心構え、考え方がわかった」など、セミナー内容に関して、前向きなコメントを
いただきました。また、「実践していかなければ意味がないので自分でどれだけ実践することを意識できるかの
問題」と、今後の課題を感じた方もいたようです。
設問 4　今回の講座の感想
　「自分の職種と異なる分野の方と交流しながら演習ができたのは学びになった」「グループワーク、講義とも楽
しくて大変勉強になった」など、多職種の専門職者が一堂に会して学ぶ機会が貴重であったという声が多くあり
ました。また、「講義は大変分かりやすかった。演習を行うと引き出す事の難しさを感じた」「自分の得意、不
得意について分析し、理解することができた」「自分の今スキルアップすべきところにリンクできてうれしかった（特
に専門職のコーチングとして特化してもらえて）」「傾聴が苦手なタイプなので、具体的にこうすれば良いのだと
感じられる研修で参加して良かった」など、必要とする知識が得られた事での満足度が高かったようです。
2 公開セミナー②　発達障がいに関する公開セミナー
1. 概要
タイトル： 講演「発達障がい児者の家族支援の効果と課題」
 シンポジウム「家族会活動の過去・現在・未来」
日時：2015 年 7月 25 日（土）13：30 ～ 16：30
講師：内山 敏 氏（浜松市発達相談支援センタールピロ 所長）【臨床心理士・小児発達学博士】
シンポジスト： アクティブ　代表　村松 良子 氏
 浜松市浜松手をつなぐ育成会　会長　小出 隆司 氏
 静岡県自閉症協会　会長　津田 明雄 氏
コーディネータ ：ー大場 義貴（本学社会福祉学部准教授）
対象：保健・医療・福祉の専門職者
定員：100 名
参加：92 名
申込：114 名（出席率 80.0％）
アンケート回収：61 件（回収率 67％）
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2. 参加者職業内訳（合計 92 名）
福祉
43％
保健/医療
19％
保育/教育
26％
行政 4％
心理 4％
大学院生 1％
その他 3％
福祉（39 名）： スクールソーシャルワーカー、相談支援専門員、介護技術専門員、職業指導員、
 療養病棟ケアワー カー 、児童発達支援管理責任者、社会・精神保健・介護 福祉士、福祉施設長など
保育 / 教育（24 名）：教諭、学生相談室の相談員など
保健 / 医療（17 名）：看護師、保健師、助産師、精神科ヘルパー、作業療法士、臨床心理士など
行政（4 名）、心理（4 名）、大学生・大学院生（1 名）、その他（3 名）
3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　約 60% の方が「発達障がい児とその家族に仕事で接する機会が多いため、勉強したかった」という目的でし
た。また、「家族が抱える悩みや問題、課題、想いなどを捉える。考え方を多く、深く学ぶことで今後の家族と
の連携力を向上させるため」「障がい児を持つ親の気持ちや悩み、受容するまでの過程、支援者に望むことな
どを理解したかった」「発達に問題があると思われる子どもたちの家族との関わり方、支援の仕方はとても難し
いと感じるため」など、家族支援について関わり方を学びたいという目的で参加された方が多いことも伺えました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　80％近いの方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答されました。「当事者のご家族からの目線で
のお話が聞けた」「障がいをなくすのではなく、質を高めるための支援ができるよう家族に対応していくことを学
んだから」「保護者の生の声を聞き、今までしてきたことは間違っていなかったんだと思えた」「余りに複雑な支
援の受容にどれだけ自分の力が生かせるか自分の力の無さを痛感した」等の意見が聞かれました。
設問 4　今回の講座の感想
　「2 部構成で支援者の話、家族の話がそれぞれ聞けてとても良かった」「専門職向けのセミナーであったが、
皆様わかりやすい表現でよかった」「初めてこのようなセミナーに参加したが、とても勉強になった。作業療法
士を目指している中で、モチベーションが上がった」など、多くの方が学びを実感されたようです。他には、「『家
族全体を地域で』包括すると、地域型にするのか地域一体型にするのか、なかなか深い問題だなとつくづく思っ
た」「『親の会』をされている保護者の方のお話もとてもよかったが、保護者自身に支援が必要（疾患や貧困の
保護者）な場合の家族支援についても、取り上げていただけるとありがたい」など新たな課題を見つけた声も
いただきました。
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3 公開講座①　認知症対応に関する公開講座（連続 2 回）
1. 概要
タイトル：認知症対応セミナー　～はじめの一歩～
各回テーマ・日時・講師：
第 1 回 第 2 回
テーマ
認知症の初期症状を持つ方々 への対応のありかた
～介護者の体験している世界、眺めている
風景に焦点を当てて～
「社会資源の紹介」と「アロマを用いた手浴・
ハンドマッサージの紹介」
日付 9 月17 日（木） 9 月 26 日（土）
時間 13：30 ～ 15：00 13：30 ～ 15：30
講師 看護学部　入江拓教授
看護学部　入江晶子准教授
Aromatherapy 凛灯
アロマセラピスト 大石 恵美子 氏
対象：一般の方
定員：各回 48 名
【全 2 回延べ】参加：63 名　申込：76 名（出席率 82.9％）
【第 1 回】参加：35 名　申込：42 名（出席率 83.3％）
【第 2 回】参加：28 名　申込：34 名（出席率 82.3％）
アンケ トー回収：
【第 1 回】29 件（回収率 82.9％）
【第 2 回】28 件（回収率 100％）
2. 参加者（合計 63 名）
内訳：男性 14 名、女性 49 名
平均年齢：53.3 歳
第 1 回　入江教授の講義 第 2 回　ハンドマッサージの手技
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3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「自分も親も年をとってきたため、いつ自分が介護する立場、介護される立場になるかわからない」「周囲（家族）
に認知症の方が多い。どのように接したらよいか考えることが多い」「自分も親も年をとってきたため、いつ自分
が介護する立場、介護される立場になるかわからない」など、認知症に対する知識を深めてご家族の介護に役
立てたいという方、「自分の行っている業務の一助とするため」など、職場で活かしたいという方々の声がありま
した。第 2 回は、「姑が認知症のため、対応方法を知りたくて」「認知症の家族ケア（元気に過ごすため）に何
が必要か知りたかった」「自分の介護を振り返るため」など、実際の認知症の方へのケアに活かしたいという方
が多く参加されている事が分かりました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　第 1・2 回とも 95％前後の方が、「達成できた」と回答しました。理由としては、「症状、そして具体例から対
応の仕方を学ぶことができた」「認知症の人への関わり方のポイントや捉え方のポイントを学ぶことができた」「映
像による経験者のインタビューは説得力があった」など、具体的な事案が聞けて分かりやすかったことについて
満足の声が多くありました。（第 1 回）
　「ハーブティー やハーブを利用してハンドマッサージなど香りの効果、気分転換について知ることができた」「認
知症・社会保障制度の基本的な全体像を学ぶことができた点で有意義だった。アロマと認知症予防の関連は
初めて知って目からウロコだった」など、社会保障制度を知る事やリラックスする事の大切さが理解できたとい
う声が多くありました。（第 2 回）
設問 4　今回の講座の感想
　「先生自身の体験・医療関係者側の立場等があり、とてもわかりやすく、自分が感じていることを後押しして
くれているようだった」「受けて良かった。もっと早く基礎知識が必要だった」（第 1 回）
　「少人数のグループに分けて体験型（ハンドマッサージ、ハーブティー ）で受講できたのが良かった」「嗅覚と
認知症の密接な関係を知り驚いた」「介護保険について強い意識を持った」（第 2 回）
8
4 公開講座②　職場のメンタルヘルスに関する公開講座
1. 概要
タイトル： 一部）労働人口激減社会で生じているメンタルヘルス問題の現状～職場でできることから～
 二部）職場におけるメンタルヘルス　自己コントロール獲得へのヒント
日時：2015 年 10 月17 日（土）13：30 ～ 16：40
講師： 一部）株式会社スノー ム　代表取締役　白石みどり氏（看護師）
 二部）リハビリテーション学部作業療法学科長　新宮尚人教授
対象：一般の方
定員：60 名　申込み：39 名　参加：36 名（出席率 92.3％）
アンケ トー回収：31 件（回収率 86.1％）
2. 参加者職業（合計 36 名）
内訳：男性 16 名、女性 20 名
医療
11％
福祉
25％
保健
8％
大学生
6％
雇用
3％
その他
8％
空欄
39％
3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「現在、管理職をしているが、メンタルの不調を訴え休んでしまうスタッフが増えている。今後どのように支援
していったらよいのか、参考にさせてもらうため」「知人が職場環境が原因らしいうつ状態のようになったことが
あり、そのような方への対処法としてヒントになることがあればと思った」「最近メンタルヘルスの注目度が非常
に高く、今後メンタルヘルス対策について取り組む必要性を感じたため。また、ストレスチェックの義務化につい
ての理解をするため」など、職場での問題解決に活かしたいという声が多くありました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　70% 以上の方が、「達成できた」と回答しました。理由としては、「ストレスチェックの義務化に対し、詳しく
知ることができた。衛生委員であるため、大変参考になった」「働き方の改革を国を挙げて行う理由が分かった」
「実例に基づいて効果のある取り組み方について伺うことができた」「わかりやすかった」など、満足度の高い
回答のほか、「今回初めて聞くことが多すぎて、短時間で理解整理ができなかった」「制度をよく理解していな
いので、ついていけない部分もあった」など、これから始まる制度について理解の難しさを挙げる方もありました。
設問 4　今回の講座の感想
　「一部、二部ともに大変参考になった。もっと広く、対企業に向けて告知されてもよいと感じる」「旬なテーマ
で非常に興味深く拝聴させていただいた。事例を挙げての説明は非常に分かりやすかった」「現状を鑑みリアル
な講座で知識を得た」「役割からか、管理者からの働きかけばかり考えていたが、スタッフ個々の自己セルフコ
ントロールも必要だと感じた」「講師の方は、聞きやすい話し方（説明の仕方）で理解しやすく大変良かった」
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